
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 5 力とばね       ※一部，中 3分野の内容も含みます。 

 
1 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（和歌山県） 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 問題 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（千葉県） 



  

 

 

     

問 1（1）静止しているため，A が引く力と B が引く力の大きさは等しい。 

  0.4N 

 

（2）つり合っている 2 力は，同じ作用線上にあり，向きが反対で，大きさが等しい。リングには

たらく力のうち，力①と力②はともに 1 つの物体であるリングにはたらく力であり，つり合

っている。なお， Aのフックとリングとの 2つの物体のあいだではたらき合う力①と力③は，

力のつり合いの関係ではなく，作用・反作用の関係である。 

  ア 

 

 

問 2（1）おもりが机に静止しているとき，おもりにはたらく力と，机がおもりを押し返す力である（垂

直）抗力がつり合っている。 

  （垂直）抗力 

 

（2）  （例）おもりが移動していないから。（おもりの移動距離がゼロだから。） 

 

 

（3）実験（2）より，おもりにはたらく重力は 2N とわかる。 

作用点は，右の図のように，おもりの重心となる。 

 

 

 

 

（4）2〔N〕× 0.1〔m〕= 0.2〔J〕 

  0.2J 

 

 

問 3「塾技 5  」より，a，b，c のばねにはすべておもり 1 個分の重さの力がはたらいている。また，

ばね d では，おもりによってはたらく力はおもりの の重さ分となるが，おもりと同じ重さの動

滑車によってはたらく力が，動滑車の重さ，すなわちおもりの重さの 分の力が加わる。したが

って，ばね d にも，おもり 1 個分の重さの力がはたらいていることになり，バネ a～d ののびはす

べて同じとなる。 

  イ，エ，カ 

 

塾技 5  補充問題 解答・解説 
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（1）「塾技 5  」より，ばねがおもりを引く力と，おもりにはたらく重力（地球がおもりを引く力）

がつり合う。力のつり合いは，作用・反作用（p170 参照）のように力がはたらく相手が異なるこ

とはなく，ともに一つの物体（ここではおもり）にはたらく力である。以上より，最も適当な符

号はイとわかる。なお，ばねがおもりを引く力と，おもりがばねを引くと力との関係は，二つの

物体のあいだではたらく作用・反作用である。 

  イ 

 

 

 

（2）実験 1 の表より，おもりの質量が 120g のときのばねののび

は 6.0cmとわかる。よって，糸を引きはじめてからばねの長

さが 6.0cmになるまでは，糸を引いた距離と同じ長さだけば

ねものび，糸を引いた距離が 6.0cm以上になると，物体は床

からはなれ，ばねののびは 6.0cmで一定となる。 

 

 

 

 

 

（3）動滑車と物体の質量の合計は 160gであるが，動滑車を使っているため，半分の 80gの質量のおも

りをつるしたときのばねと同じ長さだけ伸びる。よって，表より，4.0cmと求められる。 

  4.0cm 

 

 

 

（4）動滑車を使っているため，物体を 50cm 引き上げるには，その倍の 100cm の糸を巻きとる必要が

ある。 

一方，モーターが糸を引く力の大きさは，（3）より，質量 80g の物体にはたらく重力の大きさと

等しい 0.8N とわかり，モーターがした仕事は，0.8〔N〕× 1〔m〕= 0.8〔J〕とわかる。また，モ

ーターの仕事率が 0.2wなので，モーターは，1秒間あたり 0.2J の仕事をする。よって，仕事にか

かった時間は，0.8 ÷ 0.2 = 4〔秒間〕と求められる。 

 糸の長さ：100cm，時間：4秒 
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